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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。補因子：銅A。疾患：MT-CO2の欠損は、シトクロムc酸化酵素欠損症（COX欠損症）[MIM:220110]の原因となる。COX欠損症はミトコンドリア複合体IV欠損症とも呼ばれる。COX欠損症は臨床的に多様な疾患である。臨床的特徴は、孤立性ミオパシーから重篤な多臓器疾患まで多岐にわたり、発症は乳児期から成人期まで様々である。疾患：MT-CO2の欠損は腫瘍形成と関連している。機能：シトクロムc酸化酵素は、酸素を水に還元する反応を触媒する呼吸鎖の構成要素である。サブユニット1～3が酵素複合体の機能的中核を形成する。サブユニット2は、シトクロムcからその二核銅A中心を介して触媒サブユニット1の二金属中心に電子を伝達します。,類似性:シトクロムcオキシダーゼサブユニット2ファミリーに属します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MTCO2ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、MTCO2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4°C、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98°C、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

